
AWS アカウントの作成 

 

以下の URL より AWS アカウントを作成してください。 

https://aws.amazon.com/jp/ 

 

ページ右上の「今すぐ無料サインアップ」ボタンよりサインアップ画面へ移動します。 

 

 

ステップ 1： ログイン情報の登録 

 

最初に AWS アカウントのログイン ID となるメールアドレスとログインパスワードを登録します。表示されたページが

「日本語」でない場合、ページ右上の言語選択ボックスより「日本語」を選択後、サインアップを行ってください。 

 

 

https://aws.amazon.com/jp/


 

① E メールアドレス 

AWS へのログイン ID に利用したいメールアドレスを設定します。 

 

② パスワード 

AWS へのログイン時に使用するパスワードを設定します。 

 

③ パスワードの確認 

もう一度同じパスワードを入力します。 

※パスワードは 8 文字以上で大文字、小文字、数字、記号のうち 3 種類以上を使用して、AWS アカウント名やメールア

ドレスと同じにならないようにしてください。  

 

④ AWS アカウント名 

テキストボックスに、お客様のお名前を半角アルファベットで入力します。 

※アカウント名はログイン後、アカウント設定にて変更することが可能です。 

入力後、「続行」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ステップ 2：  連絡先情報を入力 

 

次にお客様情報を登録します。 入力欄には、すべて「半角アルファベットおよび半角数字」 で正しい情報を入力してく

ださい。 

① アカウントの種類 （必須） 

法人利用であれば、「プロフェッショナル」、個人利用であれば「パーソナル」を選択します。 

 

② フルネーム （必須） 

お客様のフルネームを入力します。 

※アカウントの種類で「プロフェッショナル」を選択した場合はフルネームの下に会社名入力欄が表示されますので会社

名を入力します。 



③ 電話番号 （必須） 

お客様のお電話番号をハイフン・記号なしで入力します。（必須） 

（例：0312345678）  

※この後 SMS 認証による本人確認が行われますので、必ず SMS または音声通話が受信可能な電話番号を入力して

ください。 

 

④ 国 （必須） 

「日本」を選択します。 

 

⑤ アドレス （必須） 

お客様のご住所の番地を入力します。 

(例 : ５５－５ Yotsuya) 

 

⑥ マンション名、部屋暗号 （必須） 

お客様のお住まいのマンション名、部屋番号を入力します。 

(例 ： ＃A1005) 

 

⑦ 市区町村 （必須） 

お客様のご住所の市区町村名を入力します。 

 (例 : Shinjuku-ku) 

 

⑧ 都道府県または地域 （必須） 

お客様のご住所の都道府県名を入力します。 

(例 : Tokyo-to / Tokyo ) 

 

⑨ 郵便番号: お客様のご住所の郵便番号をハイフン付きで入力します。（必須） 

(例：153-0064) 

 

⑩ 利用規約の同意（必須） 

「AWS カスタマーアグリーメント」 (利用規約) にチェックを入れます。 

 

「アカウントを作成して続行」ボタンをクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ステップ 3： お支払い情報を入力 

 

次にお支払い情報の登録を行います。お支払い情報には、お客様の有効なクレジットカードまたはデビットカードが必要

です。クレジットカード、デビットカード共に Visa、MasterCard、American Express、Discover、JCB、などほぼ

すべてのカードが利用可能です。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

① クレジットカード/デビットカード番号 

有効なクレジットカードまたはデビットカードの１６桁カード番号を入力します。 

 

② 有効期限日 

カードの有効期限を月、年の順で選択します。 

 

③ カード保有者の氏名 

カードに印字されている氏名を正確に入力します。 

 

④ 請求先住所 

請求先住所を選択します。請求先住所がステップ 2 で入力した住所と同様の場合は、「連絡先住所を使用する」を選択

します。ステップ 2 で入力した住所と異なる住所を請求先にする場合は、「新しい住所を使用する」を選択して、請求先

住所を入力してください。 

すべて入力が終わりましたら、「次へ」ボタンをクリックします。 

 

 

※登録するカードはクレジットカード、デビットカード、プリペイド式カードが可能です。 

一部ご利用頂けないカードがございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像赤枠 ： カードの有効性確認に関するお知らせ 

登録するクレジットカード、デビットカードの有効性確認のため、カードに 1 USD/EUR の請求が行われます。カー

ドの有効性確認が完了すると 1 USD/EUR の請求は削除されます。デビットカードの場合、このプロセスを進める

際に銀行のウェブサイトにリダイレクトされる場合がありますが、表示に従って処理を進めてください。デビットカード

についても、カード有効性確認が完了すると請求は削除されます。 

※12 ヶ月の無料期間が過ぎると、登録したカードから月額使用料を支払うこととなります。 

 



ステップ 4  SMS または日本語自動音声電話によるアカウント認証 

 

アカウントの本人確認を行います。音声通話、または、テキストメッセージ (SMS) による認証からお好きな受け取り方

法お選びいただけます。 

※入力した電話番号に、日本語の自動音声による認証コードの入力を求める確認電話または SMS が届きますので、

すぐに受信できる電話番号を入力してください。※SMS は固定電話番号には非対応です。 

 

① 認証コードの受け取り方法選択 

希望の認証コードの受け取り方法を選択します。 

 

② 国またはリージョンコード 

日本（+81）を選択します。 

 

③ 電話番号 （携帯電話番号） 

電話番号をハイフン・記号なしで入力します。 

（例：09012345678） 

※必ず連絡先情報に入力した電話番号と同じ番号を入力して下さい。 



 

④ セキュリティチェック 

上部に表示されている文字列を英数字で入力します。 

（例 : 47dyc5） 

「お問い合わせください」ボタンをクリックすると以下の画面が表示され、SMS または音声通話で 4 桁の 認証コードが

届きます。 

 

認証コードが届いたら、① の入力欄に 4 桁の認証コードを入力し、「コードの検証」ボタンをクリックします。 

 

画面が自動的に切り替わったら本人確認は完了となりますので、「続行」ボタンをクリックします。 

 

※電話認証を受電する電話が受電できる状況でない場合や電話回線の混雑などで、自動認証による身元確認作業に

失敗する場合があります。失敗した場合は、12 時間以上間をおいて再度電話認証をお試しいただくか、AWS カスタ

マーサービス(日本語サポート：平日 9:00～18:00)にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ステップ 5: AWS サポートプランの選択 

 

最後に AWS のサポートプランの選択を行います。 

 

 
「無料」ボタンをクリックすると AWS アカウントの作成は完了です。数分でアカウントは有効となり、次のステップに進む

ことができます。 

 

※必ず「無料」ボタンをクリックしてください。他のプランを選択した場合は初月から支払いが発生しますのでご注意くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



AWS インスタンスの作成 

 

AWS のトップページ右上の「コンソールにサインインする」ボタンをクリックして AWS アカウントにログインします。 

 

 

 

リージョンの確認/変更 

 

アカウント登録した直後、ほとんどの場合リージョンが東京以外の地域になっています。 

 

サイト右上に「オハイオ」や「バージニア」等の地域名が表示されている場合は必ずプルダウンを開いて、一覧から「アジ

アパシフィック（東京）」をクリックして、リージョンの変更を行ってください。 

※リージョンの変更に時間がかかる場合があります。リージョンが東京に変更されていない場合は少し時間を空けてか

ら次のステップへお進みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



インスタンスの起動 

 

「すべてのサービス＞コンピューティング」に表示されている「EC2」をクリック、またはサービスを検索するに「EC2」と入

力して EC2 コンソールを表示します。 

 

画面中央あたりにあるオレンジのボタン「インスタンスを起動」ボタンをクリックして次へ進みます。※ボタンの下に現在の



リージョンが表示されています。必ずアジアパシフィック（東京）リージョンと表示されているが確認してください。リージョ

ンが東京以外の場合はリージョンの変更/確認を行ってください。 

 

 

 

 

ステップ 1 AMI の選択 

 

 

弊社が提供する独自の AMI を検索します。画像赤枠の「コミュニティ AMI」をクリックして、検索欄に「keiba」と入力し

て検索してください。 

 

 

「Keiba_Abilition_Rise」名の AMI が表示されます。この AMI は Windows の日本語化と Abilition Rise インス

トールがすでに行われている AMI となっておりますので、こちらの「選択」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ステップ 2 インスタンスタイプの選択 

 

表示されたタイプ一覧から「無料利用枠の対象」と表示されている「t2 micro」を選択します。 

 

 

ステップ 3～ステップ 6  

設定不要ですので「確認と作成」ボタンをクリックします。 

 

 

ステップ 7 確認 

 

表示されている AMI とタイプに間違いがないことを確認してから右下の「起動」ボタンをクリックしてください。クリック

すると、キーペア作成のポップアップウィンドウが表示されます。 



 

 

①  「キーペアなしで続行」を選択 

② インスタンス接続の注意点説明にチェックを入れます。 

※ 「Keiba_Abilition_Rise」名の AMI はログイン ID/PASS が作成済みの為、キーペアファイルの作成/保存は

必要ありません。 

 

「インスタンスの作成」ボタンをクリックしてください。  

※インスタンス作成には 5 分から 10 分程度の時間がかかる場合があります。 

 

画面が切り替わったら画面右下の「インスタンスの表示」ボタンをクリックして状態を確認します。 

① 
② 



 

インスタンスの状態が「running」、ステータスチェックが「2/2 のチェックに合格しました」と表示されていればインスタ

ンスの作成は完了となります。 

※インスタンスの状態が「pending」の場合や、ステータスチェックが「1/2 のチェック中」と表示されている場合は、まだ

インスタンス作成中の状態です。インスタンス作成完了となるまでお待ちください。 

 

 

リモートデスクトップの作成  

 

作成したインスタンスに接続するためのリモートデスクトップファイルの作成とログイン ID パスワードの取得を行います。 

 

 



作成したインスタンスの左端をクリックして、上部の「接続」または「アクション＞接続」をクリックします。 

 

リモートデスクトップファイルのダウンロードとパスワードの取得画面が表示されますので「リモートデスクトップファイル

のダウンロード」ボタンをクリックしてファイルをダウンロードします。 

 

リモートデスクトップファイルのダウンロードを確認してください。 

 

 

 

 

 

 



 

インスタンスに接続する 

 

ダウンロードしたリモートデスクトップファイルをダブルクリックしてインスタンスへ接続します。 

 

確認画面が表示されますので「接続」をクリックします。 

 

 

パスワード入力画面が表示されますので「その他」をクリックします。 



 

「別のアカウントを使用する」をクリックして、ユーザー名とパスワードに以下の情報を入力します。 

ユーザー名： user          パスワード： Keiba12345678 

ユーザー名とパスワードを入力したら「OK」をクリックします。 

 

再度確認画面が表示されますので「はい」クリックします。 



 

インスタンスの起動が始まります。初回起動時は少し時間がかかる場合がありますのでデスクトップ画面が表示される

まで電源を落とさずにお待ちください。 

 

仮想 PC のデスクトップ画面が表示されたらインスタンスの起動はひとまず完了です。 

次はインスタンスの設定確認を行いましょう。 

 

 

 

 



地域、言語、時間の確認 

 

「KeibalsMySoul」名の AMI を選択したにもかかわらず、言語や時間が海外の設定になっている可能性があります。

念のために仮想 PC の地域（ローカル）、言語、時間を確認しておきましょう。 

 

 

仮想マシンの左下の Windows マークから設定アイコンをクリックしてください。 

 

 
時刻と言語をクリックしてください。 



 

日付と時刻を選択して、「時刻を自動的に設定する」がオンになっていることを確認して下さい。 

タイムゾーンが（UTC+9:00）大阪、札幌、東京になっていることを確認してください。タイムゾーンが（UTC+9:00）大

阪、札幌、東京になっていない場合はプルダウンから（UTC+9:00）大阪、札幌、東京に変更してください。 

 

地域と言語を選択して、国または地域が日本、言語が日本語になっていることを確認してください。 

 

以上で仮想 PC の設定は完了です。 

 
 



オートアプリケーションの初期設定 

 

インストールされたオートアプリケーションは 16 桁の認証キー、IPAT 情報、JV-Link キーが未設定の状態です。デス

クトップ上の Abilition Rise ショートカットをダブルクリックしてアプリを起動し初期設定を行います。 

※アプリを起動したときアプリのアップデート画面が表示されることがあります。以下の画面が表示された場合は「アップ

デート」ボタンをクリックして最新バージョンへの更新を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オートアプリケーション認証キーの入力 



 

初回アプリ起動時に、認証画面が表示されますので、１６桁の認証キーを入力して「認証」ボタンをクリックします。 

※まだ認証キーを取得されていない方は本マニュアル「認証キーの取得方法」をご参照の上、キーを取得してください。 

 

オートアプリケーションのトップ画面が表示されますので「自動投票」ボタンをクリックしてアプリを起動させます。 

 



IPAT 設定 

 

アプリが起動したら画面上部にあるメニューの「IPAT 設定」をクリックします。 

 

JRAIPAT 情報をこちらに入力します。入力が完了しましたら「保存」ボタンをクリックして画面を閉じます。 

IPAT 口座をまだ開設されていない方は以下のサイト URL をご参照の上、口座を開設してください。 

 

即 PAT 加入手続きガイド   http://jra.jp/dento/welcome/soku/so_kanyu.html 

 

※IPAT 情報は４種類（INET ID, 加入者番号, PARS, 暗証番号）入力間違いがあった場合、自動馬券投票が行わ

れません。入力場所及び内容をお間違えないようご確認ください。 

 

尚、JRAIPT サービスは弊社サービスではございません。IPAT に関するお問い合わせは JRAIPAT サービスへお問

い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



JVLINK 

 

画面上部にあるメニューの「JVLINK」をクリックします。 

 
JRA-VAN Data Lab.で取得した JV-Link キーを入力します。 

4 文字-4 文字-4文字-4 文字-1 文字、計 17文字の入力が完了したら「OK」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



JV-Link の接続確認 

 
JV-Link キーは入力間違いがあった場合の入力チェック/エラー表示が行われないため、接続確認を行う必要があ
ります。もう一度メニューの「JVLINK」をクリックしてください。 
 
表示された設定画面の「状態を取得する」ボタンをクリックして接続確認を行います。 

 
JV-Link キーの入力に間違いがなければ「ご利用の JV-Link は正常です。」とのポップアップ画面が表示されます
ので「OK」をクリックして JV-Link 設定画面を閉じてください。 
※「ご利用の JV-Link は正常です。」以外の表示が出た場合は入力した JV-Link キーは無効な状態です。JRA-VAN 
Data Lab.にログインしてキーの状況をご確認ください。 
JV-Link キーが無効な状態：すでに一度使用されている、毎月の更新料支払いが滞っている等 
 
以上でオートアプリケーションの初期設定は完了です。 
動作設定やその他メニューにつきましては「ご利用方法」をご確認ください。 
 


